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■本製品は、以下に表示する車両に適合します。

※本書ではリア

日はじめにお読みください

この度は本製品をお買い求め頂き誠にありがとうございます。

の機能を発揮し、かつ安全に使用していただくために本書をお読みください。

■安全上の

取扱説明書

取付け作業前に必ずお読みください
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トヨタ ・86 ZN6

スノヾル ・BRZ ZC6

スバル ・インプレッサ GE8/GH8

スパル ・WRX STI GVB/GRB

スベンションアームNo2で 説明し し

に発揮するとともに、あなたや他の人々、車両等への

に防止するための注意事項を示しています。

本製品は、ノーマルの車両を基準に開発、設計を行なっています。ノーマルから著しい変更を受けた

に関しては本製品の機能及び性能、安全性について保証致しかねます。

に記載されている事項を守らなかった場合、死亡や怪我の人身事故 ・製品や車両その他の物損事

には一切の責任を負いかねます。その場合製品や車両その他の物品や作業工賃等の金銭的保証並び

に時間的 ・精神的損失についても一切負担致しません。予めご了承いただきますようお願いいたしま

す。

では安全に使用していただける様に下記の記号を使用し作業や使用時の危険レベルを表示してい

ます。必ず指示に従っていただきますようお願いいたします。

作業者または使用者が、死亡または重傷を負うまたは重大な物的損傷につなが

る危険が切迫して生ずることがある場合に表示。

作業者または使用者が、傷書を負う危険を想定される場合。

また本製品が原因で誘発された物的損害の発生が想定される場合に表示。

品に関するお問い合せ、

売店へお問い合せ下さい。

者 株 式会社セクション

品の購入、オーパーホール等のご はお買い上げの



■使用される前に   |  !

本製品を正しくお取り扱いいただくため、下記の注意事項を厳守して下さい。

口構造上/作業上の注意事項

■維持 ・管理

△ 園

△ 園

△ 園

△ 匝重重∃ コ

日常点検はドライパーの責任です。必ず実施して下さい。

日本製品取付後は操縦安定性等が変化しています。操作フィーリングに慣れるまで

速度を抑えて走行して下さい。

口走行中に異音、異臭、振動等異常を感じた場合は、運転を中止し専門業者に症

状を告げ点検、必要であれば修理を依頼して下さい。

■故障の修理はお客様自身ではなさら或 必ず専門業者に依頼して下さい。

■譲渡の際には

△ 圏
日本製品の装着に際して車載ジャッキやパンタグラフジヤッキを使用した車体の持

ち上げや保持は絶対に行わないで下さい。作業中に車両が落下してケガをしたり

最悪の場合死亡する恐れがあります。必ず自動車用リフト、もしくはガレージ

ジャッキとリジットラックを使用して下さい。

日本製品の取付は必ず専門業者に依頼し、自動車メーカー発行の整備要領書や修

理書と本説明書を参照して下さい。

日本製品に対し切肖」や熔接など加工及び改造は絶対に行わないで下さい。

コ各部のボル ト、ナットはメーカー発行の整備要領書などを参照し規定 トルクに

従って締付けして下さい。規定 トルクに従わない場合ボル ト、ナットの破損や部品

の脱落等の原因となります。

△ 国

△ 圏

△ □

本製品を第二者に譲られるときは本取り扱い説明書を一緒にお渡し下さい。

■廃棄する場合は

△ 匝三重] ■

廃棄する場合はお買い上げの販売店もしくは専門業者に依頼して下さい。



リアサスベンションアTム No12脱 着

リヤサスペンション構成図

リアサスペンションアームNo 2

リアサスペンションアームNo,2

lRl板固定ボルト

L=445mm～ 475mm

※純正品 L-450mm

口車両をジャッキアップしリジット

ラックを使用 して支えます。

■ リアサスペンションアームNo.2と

ショックアブソーパーRス タビライ

ザーリンク、ナックルを締結 してい

るボル ト&ナ ットを外し リアサスペ

ンションアームNo 2を ナックルより

取 り外します。

■メンバー側のボル ト&ナ ットを外

し リアサスペンションアームNo2を 車

体から取 り外します。

■本製品は純部品と比べて

+25mm～ -5mmの 範囲で調整する

ことが可能です。

※純正比+25mm以 上は絶対に長 く

して使用 しないで ください。

※側板固定ボル トは緩めたり取 り外

したりしないで下さい。

■取 り外しの逆の手順で リアサスペ

ンションアームNo2を 取 り付けま

す。



リアサスペンションアームNo.2の 装着 ・調整について

ナックル取り付け部

ショックアプツーバー取り付け部

スタビライザーリンク取り付け部

日本製品にはナックル取 り付け部に

ニカ所、ショックアプソーバー及び

スタビライザーリンクの取 り付け部

にそれぞれ三カ所の取り付け穴を設

けています。

下記の内容を良くお読みになり理解

された上ご使用 ください。

■ナックル取り付け部は取 り付け穴

を選択する事で車高を下側で純正位

置、上側で約-20mm低 い草高にす

ることができます。

車高調整サスペンションの全長調整

やプリロー ドの調整をして車高とバ

ンプ/リバンプス トロ
ークの調整が

必要になります。

ロショックアプソーバー及びスタビ

ライザーリンク取 り付け部の標準取

り付け位置は最もナックル側の穴に

なります。

リアサスベンションアームNo.2を 調整

して伸ばしていった場合、ショックアブ

ソーパー及びスタビライザーリンクの取

り付け角が大きくなります。

ショックアプソーバーやスタビライザー

リンクに不具合が出そうな場合にメン

バー側の穴に変更して下さい。

※特にショックアプソーバーの取り付け

部はレパー比が変わるためスプリング

レートやショックアプソーバーの減衰力

の変更や調整が必要になる場合がありま

す。                そ

ョツクアフソーパー ― ツン

ナックル側
←

メンバー側



リアサスペンションアームNo.2の 装着 ・調整について

ターンパツクル

(左ネカ

アライメント甚導価

キヤンパー角度 -1°20'

トー Ornm

傾斜して取り付けないで下さい

日本製品を装着時にナックル側のボ

ル ト穴を選択することで標準より約

20mmfRい 車高にすることができま

す。車高調整機構のないショックア

ブソーバーとスプリングの組み合わ

せでご使用の場合はリア下がりの車

高になりますのでご注意ください。

■バンプ側のス トローク確保のため

にご使用になる場合は、車体とタイ

ヤやサスペンションアーム等の干渉

がないか良く検証 し必要に応 じて対

策を施 してからを使用ください。

※いかなる場合に於いても現状から

パンプ側ス トロークを20mm増 すこ

とを保証する部品ではありません。

■リヤのアライメントの基準値は左

表の通 りです。※標準草高における

自動車メーカーの値です。

キャンパー調整を実施するとトーイ

ンも変化 します。必ず トー調整も実

施 して下さい。

コピロボールを回ックする時は取り

付けボル トに対 して90°になる様に

固定して下さい。

傾斜して取り付けるとピロボールの

寿命が短くなったリトラブルの原因

となります。

日本製品の取 り付けにより、変更前

と操作フィーリングは変化 していま

す。操作フィーリングに慣れるまで

は速度を控えて走行して下さい。


